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論文審査結果の要旨 
【研究目的の特徴･独創性･論理性】 
血流制限トレーニングは痛みを生じることが問題とされており、血流制限を実施するタ

イミングを従来行われている運動時ではなく休息時にし、休息時の血流制限が痛みや筋

機能に及ぼす影響を検討した点に独創性がある。また、休息時の血流制限はこれまで運

動時に生じていた痛みを軽減させつつ、筋疲労の程度および回復過程は同等に生じてい

たことが本研究の特色である。 
 
【研究方法の妥当性】 
トレーニングのセット間休息時に血流制限を行った場合の影響を調査しており、先行研

究と同様に“運動時血流制限”と“低強度運動のみ”の条件と比較した本研究の設定は

妥当である。また、運動課題および測定項目については、先行研究を参考に設定されて

おり、運動課題においては筋肥大や筋力増加といったトレーニング効果も期待される方

法を選択していることから、妥当であると判断する。 
 
【結果・知見の新しさ】 
休息時に血流制限を実施し、血流制限の問題とされていた運動時に生じる痛みは改善さ

れた。また、筋疲労の程度や筋機能の回復も運動時血流制限と同様であり、筋肥大に重

要とされている筋厚の増加も同等に生じていた。さらに反復回数も減少していたことか

ら、休息時血流制限は従来の血流制限トレーニングよりも有用である可能性があること

が示唆されたことが、本研究の知見の新しさである。 
 
【考察および結論の妥当性】 
血流制限による痛みの原因、筋機能に及ぼす影響については、先行研究をもとに考察さ

れ妥当であると判断できる。また、結論においては、本研究結果をもとに表記されてい

るため、妥当であると判断する。 
 
【研究の当該分野における位置づけ】 
血流制限による痛みを軽減したことで、術後患者などの運動療法を必要とする患者に対

して、より有用なリハビリテーションとしての血流制限トレーニングを提供することが

可能となる。また、運動と血流制限を分けることで、駆血帯による動きの制限が改善さ



 

れることから、様々な動きに組み合わせることが可能となり、これはアスリートのトレ

ーニングの応用など幅広い分野での活用が期待される。 
 
【質疑に対する応答の適切性】 
一部、応答の内容で適切性に欠ける部分もあったが、自身の考えをはっきりと述べてお

り、その内容は概ね適切であった。 
 
【論文審査の結果】 
研究の独自性や新規性は高く、また、当該研究分野での意義も高い。論理性に大きな問

題はなく、方法についても概ね妥当であった。以上のことから、審査会では全員一致で

博士論文最終発表会での発表に相応しいと判断した。 


